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１． まえがき 

近年，RFID（無線認証）システムは様々な分野でされる

ようになってきた．その最大の特徴は，非接触で同時に複数

の対象物の読み取りが可能な点であり，バーコードや QR コ

ードにかわる技術として注目されている[1]．商品の自動在庫

管理などにおいて RFID システムは極めて有用である[2]．本

研究は，在庫管理の自動化を目標とし，UHF-RFID のデメリ

ットである密集タグ読み取り時の電磁波干渉を低減すること

で、RFID システムを用いた棚アンテナを実現することを目

的とする．これにより，商品の在庫管理において，棚にある

商品の種類や個数が正確に把握することが可能となり棚卸し

などが劇的に効率化され，最終的に継ぎ目のない物流管理が

可能となることが予測される．また，このシステムでコンビ

ニの無人化の実現も現実的になると予測される．

2 ．棚アンテナの構成 

独自に開発したケーブルアンテナを用いて 2 次元的に分散

する無線 Tag を識別するために，ケーブルアンテナを平面状

に配置した場合，2 次元的に分散する無線 Tag の識別可能性

が向上する．この手法によれば，ケーブルの基本構成を変更

する必要は無いので，極めて簡便に商品棚に適用可能な棚ア

ンテナが実現できる.実際の運用においては，商品棚自体が

金属の場合も，非金属の場合もあるので，安定的な棚アンテ

ナを実現するために,本研究では研究基盤として図 1 に示す

ようにスペーサを介して反射板を配置し，さらにケーブルア

ンテナを水分や，粉塵から保護するための保護板を追加した

ものを利用している．

図 1.提案した棚アンテナの構造図 

3．棚アンテナの評価 

棚アンテナの評価は横幅 X 奥行き＝900 mm X 200 mm の試

作棚アンテナの直上 5 mm と,直上 100 mm において，実際の

無線 Tag を使用し，その識別の可否を評価している．また，

性能評価は電波無響室で行い，無線 Tag を棚アンテナ上(直上

5mm と直上 100mm)で 5cmずつ X，Y の各方向に移動させて

行った．図 2 に棚アンテナの評価結果を示す．図 2 の評

価結果は全評価ポイント（5 X 19 = 95 ポイント）の内，棚ア

ンテナが無線 Tag をどれだけ識別できたかを示している． 

(a)Tag を x 軸方向に設置した場合

(b)Tagを x 軸方向に設置した場合

図 2．棚アンテナの無線 Tag識別可否の分布（x 軸方向） 

先の図 2 の結果から，本研究における棚アンテナの直上

100 mm では x 方向の Tag 識別可能エリアがとても少ない

ことが確認された．これは商品が棚に積層された場合，識

別漏れの大きな原因となる事が考えられる． 

4．まとめと今後の予定 
今回提案したケーブルアンテナは，同軸ケーブルの円筒状

の外部導体の一部を切断し，ケーブル全体を不完全なダイポ

ールアンテナとして励振する技術を採用した．二次元的に分

散したタグを識別するために，一般的な蛇行したケーブルア

ンテナを，金属を裏打ちした誘電体フォームの上に置いて実

験を行った，その結果，棚板アンテナの近傍ではタグ識別可

能性の方向依存性は低いものの，棚板アンテナの上方

100mm の平面ではタグ識別可能性の方向依存性が強いこと

が確認された．今後は，ケーブルアンテナの配置形状や寄生

素子の負荷を再検討する必要があると考える．
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